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　　　　　と仕 上 材 の 付 着強 度 に つ い て
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1．は じめ に

　英国から技術導入さ れた ボル トラン ドセ メン トと耐アル カ リガラ ス繊維を組合せたガラス 繊維

補強セメン ト （以 下 GRC と略記 ）は、高強度 、 高靱性の不燃材料とし て 国内で 建築物の内外装

材に使用さ れ始めて から 10年以上経過している 。

　しか し 、 GRC の ユ ーザーと して 過去約 10年間 この材料を使用 して き た経験や 、こ の 闔に発表

された多数の GRC の特性に関 1 る研究報告か ら 、 GRC は 耐ア ル カ り性ガ ラ ス 繊維を使用 し て

もボル トラ ン ドセ メン ト硬化体の 高い PH 環境下 で は 、 長年月の 閻 に徐々 に劣化が進行するこ と

がわか 。 た
1）

。

　一方、最近国内で 低ア ル カ リ性で か つ 低収縮特性を有する GRC セメン トが開発され た。この

セ メン トと高ジル コ ニ ア耐ア ル カ リ性ガ ラス繊維を組合せ たGRC （新GRC と略記 ）に よる と 、

従来の GRC の 問題点 とされ た 大きな収縮特性や 、 ガ ラス繊維の劣化問題をか な りの程度解決で

き る見通 しを得た
2）

。 本報告で は 、 昨年発表 した新GRC の 力学的特性 と耐久性に ひ き続き新 G

RC を用 い た カ ーテ ン ウ ォ
ール （リブ補強方式パ ネ ル 、 ス チ ール ス タ ッ ド フ レーム方式パネ ル ）

の 寸法変化と仕上材の 付着強度に つ い て 報告する 。

2 ．実験概要

　新GRC 及び新 GRC 実大パ ネル の寸法変化に つ い ては 、

　 a，乾燥収縮試験 b，乾湿 くり返 し長さ変化試験 c、実大パ ネル の長期寸法挙動確認試験を

　各種仕上材の付着強度 につ い て は 、

　 d．仕上材の 付着強度試験 、　e，曲げ疲労後の タイル付着強度試験

にて検討を行 っ た 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　 表一1　セメン トの化学成分 （％）

2，1　使用材料 と 調合　　　　　　　　　　　　　　　罹 m　　 s ・ 。，A ；、o，F ，，o，1c ・。 Is 。，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 GRCti メ ン ト　　　　　 　　　 23．：　 　　　 13．S　　　　 ロ ロ　 　　　 475 　 　　　 9．3
　耐ア ル カ リ性 ガラ ス 繊維は 、 高ジル コ ニ ア耐ア　 早it．Ptル トラン Ftrメント l　 ZO．gI4 ．g 　 2．SI55012 ．g

ル カリ性ガラス繊維 （ZrO220 ％含有 ）を使用

した 。 セメン トは 、 GRC セメ ン トと比較用に 早

強ボ ル トラ ン ドセメン トを使用した 。 表一1 に セ

メン トの 化学成分を示す 。骨 材は硅砂 5号を使用

し、混和剤は ポ リ ア ル キル アリル ス ル ホン酸塩を 、

主成分 とす る減水剤で セメント重量の 1％ を使用

した 。表一・2 に新 GRC の調合を示す。な お、繊

維含有率は 5．0± O．5蹴 ％で ある 。

2，2　成形方法と養生方法

　供試体の成形は 、ダイ レク トスプ レ
ー法 によ っ

表一2　 GRC の調合

一
　 　 　 　 　 　 〇備 　　IGXOOI　ICxO3 ％ IGRG セメント使用斬GRC 　　 325

GRCI 　 350　 　 　 　 　 　 0 跖 　 　CxOOI 　 　 　 　 　 早強セメント便用

表・−3　養生条件
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て 行 っ た 。なお、各 試験項目の養生条件は表一3

に示すとお りで あ る。

2．3　試験方法と供試体の 形 状寸法

　〔1｝ 寸法変化

　 a，　 乾燥収縮試験

　供試体の 寸法は 、 長さ 25cm
、 幅 5cm

、 厚さ 1cmの 平板 である 。 長 さ変 化測定は 、
　 JIS　A　 1129

〈モ ル タルお よび コ ン ク リー
トの 辰 さ変化試験方法 ）の コ ン タク トゲージ法によ っ て 行い 、 材令

24時間で 基長 （10cm）を測定 した。供試体数は 1条件に つ き 6体で あ る 。

　 b．　乾湿繰 り返 し長さ変化試験

　供試体の 形状寸法は 、 長さ 40cm、　ts10cm、厚さ lcmの 平板で ある ，、長 さ変化測定は 、
　JIS　A　11

29の コ ンパ レーター法によ っ て行い 、材令 7日か ら20℃水中浸漬を行い 、　7日間浸漬後に 基長

（340n）を測定 した。乾湿繰 り返 しは 、 70℃加熱 2日一
→ 20℃浸水 3日を 1サ イクル と し て 6サイ

クル まで と 、
20℃ 30％RH14 日→ 20℃ 90％ RH14 日を 1サ イクル とし て 4サイクル まで行 っ た 。

測定 は 、 70℃加熱の 場合は供試体を 20℃条件室 に入れ 24時間後に、20℃ の場合は 1時間以 内に 行

っ た。

　c．　実大パ ネル長期寸法挙動確認試験

　供試体の形状寸法は 、 リブ補強方式の パ

ネル の大きさを幅 200cm、 高さ 3TOcmと し、

板部の 厚み く仕上材含まず ）を27ma
、 外周

リブをts2ecm、厚 さ 20cmと した 。 ス チール

ス タ ッ ドフ レーム方式のパ ネル の 大きさも

同様に幅 200cm、高さ 370cmと し 、 板部の

厚み （仕上材含まず ）を 13maと した e ス チ

ー
ル スタ ッ ドフ レ

ー
ム は 、 図一一・1 に 示す部

材を使用した 。 また 、 フ レ キ シブル アンカ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（fftt　
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一
の 径は 13nmtとし た 。表面仕上は表 一4 に　図 一1ス チ ール ス タ ッ ド

示 す 3種 とした。　　　　　　　　　　 フ レーム方式パ ネル 供試

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 体寸法図
　長 さ変化測定は 、 図

一2 に 示すように各

方式のパ ネル 裏面に ゲージアラグ を貼り付

けて行い 、 材令24時間で基長 （25cm）を測

定 し 、 所定時期にその 長さ変化を測定した。

そ り の測定は
、 図

一3 に示すよ うに各方式

の パ ネル 表面に 図一4 に 示すゲ
ー

ジを貼り

付け 、 所定時期に トランシ ッ トを用い て 測

定 した。なお 、各パ ネル とも 、 屋外暴露条　 図 一3 そり測定ゲ
ー

ジ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 貼り付け位置図
件下 で測定を行 っ た 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 表・−4
　  　仕上げ材の付着強度

　a．　屋外暴露後の 仕上げ材付着強度試験
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 タイ ル打込み

　供試体の寸法は 、 幅 100cm、 高さ IOOcm
、 厚み t3　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 擬石コン クリ

ー
ト

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 駅付タイル

図一一2ゲ ージプラグ

貼 り付け位置 図
（リブ 補強方式パ ネル ）

新GRC

lC　 304Q

図一4 そ り測定ゲージ

パネルの表面tt上げ種類

仕上鷹

バネ臟

「
スチ

；澱詰「・淵 甑

　 　 　 　 　 　 　 1偉　　 　 　 　 1体

　 　 　 　 　 　 　 1体　 　 　 　 　 1＃

　 　 　 　 　 　 　 1体　　 　　　 1傭
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ma （仕上げ材含まず）で 、 仕上げの種類を表一5 に　　　表・．−5　付着強度試験佳上げ種類

示す 3種類 と した 。 こ れ らの供試体の仕上材に 、 付

着強度試験用の アタ ッ チメン トを貼 り付け 、 建研式

接着試験機に より 、 付着強度を 測定し た 。　1回 の 測　　　

定は n − 6 と した 。 　　　　　　　　　　　　　　　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　b、　曲げ疲労後のタイル付着強度試験　　　　　　　　

　供試体の寸法は、幅45cm、 長さ 200cm、 厚み 1　3nvee（タイル 厚含まず）とし 、 タイル の大きさは

60× 190× 13nzatで 、 パ ネルの 長辺方向に対 し て縦貼り （A タ イ プ ）のパ ネル と横貼 り の パ ネル

（B タ イプ ）の 2種類の 貼 り方と した 。

　曲げ試験 は 、 　5ton サ
ー

ボパ ル サ ー試験機を用い て 、支点間距離 180cmの 3等分点載荷 （載荷

速度 ：10nmmt／ 分》で行い 、曲げ比例限界強度 （LOP ） 、 及 び曲げ強度 （MOR ）を測定 し、パ

ネルの 変形性状を確認 した 。 更にこ の試験結果をも とに、 5tonサ
ーボパル サ

ー
試験機を 用い 、

周波数 5Hz 、 繰り返 し数 2× 104 （B タイプの GRC 面載荷のみ 2× 104 と 2× 105 ）の繰 り

返し 3等分点載荷を行 っ た 。 載荷条件は、　　　　　 表
一6 　試験条件と供試休数

　　 上限応力 ： LOP

　　 下限応力 ： 1／ 3LOP

と し 、　2× 104　（ 2× 10s ）回繰 り返

し載荷後の タ イ ル付着強度を建研式接

着力試験機に て 引張試験を行い、確認

した 。 載荷面 は 、 タイル 面と GRC 面

の 2種類 とし 、 繰 り返 し載荷を行わな

い パ ネル （C タイプ ）に つ い て も比較

の ため 、 タイル 付着強度試験を行 っ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＊ 内1体はto5 回繰り返し載荷

表 一6 に 試験条件 と供試体数を示す 。　　　 （ ｝内は曲げ比例限界強度 ｛tts／ 。 ，n

3 ．試験結果と考 察

　 （1｝ 寸法変化

　a．　乾燥収縮試験

　図一5 に 新GRC の長さ変化試験結

果を示す 。 保存期間 180日 で GRC は

14× 10’4 収縮するのに対し 、新GRC

の収縮率は 3× 104 で GRC の 約 5分

の 1 で あ っ た ．こ れ は 、新 GRC の使

用 して い る GRC セメ ン トが水和に よ

っ て 工 トリンガイ トを生成する ために

乾燥収縮を低減で きたも の と考え ら れ

る 。

　 b， 乾湿繰 り返 し長 さ変化試験

繰り返し載荷の有無　　 2x10‘ 回　　　　　　　　、 亀
し　 ．　 し

　 　 　 戟荷面

イ

タイル面 GRC 面 タイル面 GRC 面 小　 計

A タ イ プ 1体
12021

休
11281

体 1体 4体

B タ イ ア 1体
665

＊

2体
84．8

「体 1体 5体

C タイ プ 1体 （タイル付着強度試験用 ） 2体

総　　 計 11 体
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　図 一6 に 70℃加熱 一20℃浸水繰り返しにおけ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 図

一5
る長さ変化率、図

一7 に 20℃ 30％ RH − 20℃ 90
乾燥収縮率 と保存期間の関係
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％ RH 繰 り返 しにお ける 長さ変化率を示す 。

　図一6 か ら、70℃加熱一20℃浸 水にお ける平

衡状態の長さ変化率は新GRC が 一12× 104 、

GRC が約一14× 104で あ っ た 。乾湿サ イクル

内で の 長 さ変化率は
、 新GRC が 8× 10略 GR

C が 10× 104 で あり、新 GRC の方がやや 小さ

い結果 が得られた 。 70℃加熱一20℃浸水に よる

246

ハ
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囚
　冒
　

11

　

　

　

　
膾
　

幽

　

長

さ

変

化

率 一14
乾湿繰り返し試験で は、新 GRC の方が GRC （× 104 ）

より加熱に よる長さ変化率がやや小さ い こ と、

新 GRC 供試体に 損傷が認められ ないこ とが確

認 さ れた 。

　図一7 から、20℃ 30％ RH − 20℃ 90％ R

H に おけ る平衡状態の 長 さ変化率 は、新 G

RC が約一一6× 104
、 GRC が一14× 104

で あ っ た 。 乾湿サ イクル 内で の 長さ変化率

は 、 新 GRC が 2× 10’4 、GRC が 7×

104で あ り、新GRC の長さ変化率は GR
C の 3分の 1 以下で あ っ た 。 こ の 結果か ら

新GRC は寸法安定性に優れ て い る と言え

る 。 なお 、 図5 〜7 の 平衡状態の長 さ変化

率の 相違は、工 トリンガ イ ト結合水の脱離

に よる影響 と 考え られ る 。

　c， 実大パネ ル 長期寸法挙動確認試験

　図一8 、図一9 に 基長測定か ら 182日ま

での新GRC パネル の最長測定閤の長さ変

化率を示す。こ れ らの 図よ り X 方向、Y 方

向ともに 、基長測定か ら 4週ま で は 、膨張

傾向にあ り 4週以後は徐々 に 収縮 し、　182

日で 収縮率は 〔3±1）× 104 で 良好な寸法安

定性を示 し て い る 。初期の 膨張は 、
工 トリ

ンガ イ ト生成による 影響と考え られ る 。表

面 仕上げ種類の違い 、 パネル 方式の 違い に

よる長さ変化率の差はほ とんど見られな か

つ た。

　図一10．、図一．11に 屋外暴露 187日

ま で の 新 GRC パ ネ ル の 端部長辺方

向の そり （図一一 3の 1，7問 、 3，9間

の 平均値 〉と、中央部長辺方向の そ

り （図 一一3 の 2，8問 ）の測定結果を

長
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率

傍荏鯢闘 （日）

　　　　　　　　 供試休数 ： 1条件 3 体
図一6　70℃加熱 一20℃浸水繰 り返 しに

　　　　おける長さ 変化
　 　 　 　 　 　 　 優存朋間 （週）
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　　　　　　　　 供試体数 ．1 条件 3 体

図 一 7　 20℃ ・30％ RH − 20℃ ・ 90％
　　　　RH 繰 り返 し に おけ る 長さ変化
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　 図
一8　新 GRC パネ ル長 さ変化率 （X 方向）
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　 　 　 　 蔓長測定か らの 日数 （日 ）

新 GRC パ ネル長さ変化率 （Y方向）
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示す 。 各パ ネル とも若干表側方向に

そる傾向があるが 、これ は仕上 げを

施 して い ない 裘面の 乾燥収縮が表面

よ り大きいた め と考え られる 。

　屋外暴露 0日 （材令 4週 ）から

187日 まで のそりの変化は 、 タイ ル

打込パ ネル が約 3nuaで 、 最大であ っ

た が 美観上問題に な る そ り は 生 じ な

か っ た 。

　  　仕上材の付着強度

　 a ，

　乙
：−ll

（．，：：

：見

」
Q
●

△

▲

r］

■

〜

＿ qコ
o 田 1

　　 郵闘 日眠 嬬評

図一10

　　乙
：−1c

．）：：
1

　 ：量

〔）
− o

●
一

●

1
へ
一

△

一
▲
一▲

， 〜
「，
一

｛］

属
一竃

一

o 困 1旧 鴇7
團暢鋼珮 日 験 ‘日｝

「

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Q − Q タ イ ル蝕込 くリブ嫐 方式 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●一●　タf，レti込
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔スト ルスタ ァトワ レーム夙

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 △一△ 霞EC リブ補強方式 ｝

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ▲一▲ 廏石

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （λ｛一ル ス タツトフ e一ム 方jt

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ
ー

口 吹付 ダイル
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 くワブ冊弧方式 〕

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ■一■ 吹1「タイ戸レ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 【 スチール ス タ 7 ド7 レーム 方 i｛

新GRC パネル そり測定結果 （端部長辺方向 ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 り

一〇タイル打込 くリブ柿強力式 ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●
一

● タイル す1込
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 【ス亭一ル ス タツ ドフ レーム 方式

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 へ
一

△ 廨r暉【リブ順強方式 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Cス f・一・ル ス タ7 ト7レーム力式

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 「，
一

｛］吹 ■1覃ク ｛丿レ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛ 1，プ柵彌方式 ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 属
一竃 輿 け イル

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛スチ→ レス タ7 ト「7レ
ー

‘坊 武

図一11　新 GRC パ ネル そり測定結果 （中央部長辺方向）

　　　屋外暴露後の仕上材付着強度試験

　表一一　7 に屋外暴露 O日 ｛吹付タイル は

28日）と 154日 （吹付タ イ ル は 182日 ）

の 各仕上材の付着強度試験結果を示す。

タイル の 暴露 182日の付着強度は二 丁掛

タイルで 10．6κgf／蘿、小ロ タイル で は

15．4Kgf／eriと高い 値を示 した。破断箇所

は図一12破断位置図に 示す母材の新 GR

C がほ とん どで 、 タイル と新 GRC の 界

面剥離は
一

枚もな か っ た 。小ロ タ イ ル に

比べ 、二 丁掛タ イル の付着強度が小さい

の は、ア タ ッ チメン トの 大き さの影響が

大き い と考え られる 。暴露 0日の 擬石仕

上げの付着強度が暴露 154日の付着強度 A

表一7　仕上材の付着強度試験結果

屋外暴露日数　 　　　　　 o日 〔28日1 154日〔182日｝

仕上捌

の種類

付着強度平均値

　   ／d ｝
破 断 画 所

付着齦 平均値

　 （  ／d ｝

破 断 箇 所

タ　イ　ル

に 丁掛1

＊ 1

　 7，2 ∈

＊1

　 10．6
〔轟／E〕／ICV〔E〕
− 2，5／2．5！脚 96

タ　イ　ル

（小 ロ ）
108 E 15，4 E

躍石 コ ンク

リート

＊2

　14，4 C τ2．3W51
！  レノ〔9

唇叡 52！4596

吹付タイル 7．2
〔OW 〔01／  yl 叨 EyE
膤10／3／4！33％

＆ 4
　 m1［／〔  ！E｝！｛E）
・−1！26！7396

注 1）アタ ッ チメ ン トの大き さは＊ ；が nTX60

　 ＊2 は 40× 40．それ以外は 108× 60とした 2
2）破断函所の表記は図一趁韲照．
3）屋外鶏露日数 （ ｝内の数直は、吹付タイル の墨露 日馼で ある 。

よ り高い のも同様な理由に よる もの と考 B

え られる 。 擬石仕上げ の 場合 、破断箇所 C
　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　D
は 擬石部分が多か っ た 。吹付タイ ル の 付
　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　E
着強度 は、暴露 28日で 7．　2Kgf／．

2

、　154

日で 8，4K3　ffcriと安定 した付着強度を示

した 。

　以上の結果よ り 、 屋 外暴露 154日 （吹

付タイル は 182日）まで の各仕上材の新

GRC との付着は 十分良好で あ る とい え

る 。

　b， 曲げ疲労後の タイル付着強度試験

　 2× 104

ア タ ッ チメ ン ト

接着剤　　　↑

タイル

モ ル タル

新GRC
タイ ル （二 丁掛及 び小口 〉

t

A 　アタ ッ チメ ン ト

↑

B　 接着剤

C　 擬石

D　 新 GRC

吹付 タイ ル

擬石 （1 週 ）

　 A 　 ア タ ッ チメ ン ト

B　 接着剤

C 　 トツ プ コ
ー

ト

D1 主材

D2 シ
ーラ

ー

E　 新 GRC

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図
一12　破断位置図

　　　　　（ 2× 1 5 ）回 の繰 り返 し載荷後、タイルパネル 5体 すべ て につ い て 亀裂発生の 有無 、

タイル の剥離等に つ い て 外観検査を行 っ たが異状を認め るもの は なか っ た 。 繰り返し載荷後行 っ

た タイル の 付着強度試験結果を 図一13に 示す 。 こ れ より、繰 り返 し載荷後の タイルの付着強度は 、

載荷前の 60〜80％保持され て い た。 2× 104回繰 り返 し載荷を行な っ た後の タイ ル の 付着強度 は、
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GRC 面載荷の 場合 A タイプに比較 し B タィア

の 方が25％大きか っ たが 、 これは タイル の張 り

方に よる影響な の か 、供試体の 品質の バ ラツキ

によるものか は現段階で は判断で きない 。また、

載荷を行なわ なか っ た供試体 の付着強度が T，1

κ3f左  （材令 6週 ）と仕上材の付着強度試験の

タ

イ
ル

付

着
強

度

時の 値と較べ て低か っ たの は 、 二 次養生の 温度 （KP　f／di）

が低か っ た ことが影響 して い る と考え られ る 。

な お 、 タイ ル の 付着強度試験結果か ら 、 繰り返

し載荷を行 っ た供試体を含め すべ て 新GRC の

母材での破断で あ り、タ イ ル面と新GRC 母材

との 付着力は 繰り返 し載荷後も十分保たれ て い

る こ とが明 らか とな っ た 。

4 ．まとめ

タイア 1 載 襾面緊1
喪　　　　「1 8 ・

タイル

GRC

呈 B タ イ ル

7
　
　

　
　　
5
　
　
　

　

5
　
　

　
　

4

　L
・

國

沸 GRC
×　　 C

1

付冒強 度は 5箇所の 平均値

0　　　　　　 2xlo6 　　　　 2xlo，

繰 り返 し 載 荷 回 数 　 （ 回 ）

図一13　タ イ ル 付着強度試験結果

　新GRC カーテ ン ウ ォ
ール の寸法変化お よび各種仕上材の 付着強度試験の結果を まとめ て 列記

する と以下 の とお りで あ る 。

　a． 新 GRC の長 さ変化 は、乾燥材令 180日 で 3× 10’4 と小さ く 、 GRC の 約 5分の 1 の 収縮

　　率で あるこ とがわか っ た 。これ は、水和によ っ て 工 トリン ガイ トを生成 した ため と考 え られ

　　 る 。

　b．　70℃加ee　一・20℃浸水の乾湿サ イ クル 内で の長 さ変化率は、新 GRC が約 8× 104 、 GRC

　　が約 10× 104 で 新GRC の 方が、や や収縮が小 さか っ た 。 また 、 20℃ 30％ RH − 20℃ 90％ R

　　 H の乾湿サ イ クル 内で の長 さ変化率は 、 新 GRC が約 2× 10→ 、GRC が約 7× 104 で 、 G

　　RC の約 3分の 1の収縮率で あ っ た。各条件の 長さ変化率の相違は 工 ト リ ン ガイ ト結合水の

　　脱離による影響 と考え られる 。

　c． 新 GRC の実大パネルの長期寸法挙動につ い て は、パネル の X方向、　Y 方向ともに収縮率

　　は 、 3± 1× 104 で 、良好な寸法安定性を示 した 。 なお、表面仕上げ種類の違い 、 パ ネル 方

　　式の 違い に よる 長さ変化率の差 は ほ とんど見 られ なか っ た。

　d．　屋外暴露 パネル の 各仕上材 （タイ ル
、 擬石 、 吹付タイル ）の付着強度は、半年屋外暴露を

　　行な っ て も 、 付着強度の 劣化はなく安定した強度を示 した 。

　e．　 2× 104回繰 り返 し載荷後の タイル の 付着強度は、載荷前の 60〜80％保持され て お り、タ

　　イル パネル の亀裂発生 、 タイ ル の剥離はなか っ た 。

　以 上か ら 、 新GRC のカ ー
テ ンウォ

ー
ル の寸法安定性お よび仕上材の付着強度 は優れ て い る こ

とがわ か っ た 。 なお 、 本研究は 、鹿島建設  、 日本電気硝子  、 秩父セメ ン ト  との共同研 究で

行 っ た 。
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